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（２）地震活動
ア．地震の発生場所の詳細及び地震の発生状況

トカラ列島近海（小宝島付近）では、2025 年６月 21 日 05 時頃から地震活動が活発となり、７月 31
日までに震度１以上を観測した地震が 2238 回（震度６弱：１回、震度５強：３回、震度５弱：４回、
震度４：51 回、震度３：151 回、震度２：555 回、震度１：1473 回）（注１）発生した。このうち、最大
震度を観測した地震は、７月３日 16 時 13 分に発生した M5.5 の地震（図中①）で、鹿児島県十島村
（悪石島）で震度６弱を観測したほか、トカラ列島から奄美群島にかけて震度３～１を観測した。ま
た、最大規模の地震は、７月２日 15 時 26 分に発生した M5.6 の地震（図中②、最大震度５弱）であ
る。他に最大震度５強を観測した地震は、７月５日 06 時 29 分に発生した M5.4 の地震（図中③）、７
月６日 14 時 01 分に発生した M4.9 の地震（図中④）、７月６日 14 時 07 分に発生した M5.5 の地震（図
中⑤）である。今回の地震活動は陸のプレート内で発生した。発震機構（CMT 解）は、①の地震は北
北西－南南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型、②の地震は北北東－南南西方向に張力軸を持つ正断
層型、③の地震は北北西－南南東方向に張力軸を持つ正断層型、⑤の地震は北北西－南南東方向に張
力軸を持つ横ずれ断層型である（④の地震の発震機構（CMT 解）は求まっていない）。 

1994 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震活動域付近（領域ａ）では、時々まとまった活動が
みられる。2023 年９月８日から活発になった地震活動では、９月 30 日までに震度１以上を観測した
地震が 346 回（震度４：２回、震度３：25 回、震度２：82 回、震度１：237 回）発生した。このうち
最大規模の地震は、９月 11 日に発生した M5.3 の地震（最大震度４）である。また、2021 年 12 月４
日から活発になった地震活動では、12 月 31 日までに震度１以上を観測した地震が 308 回（震度５強：
１回、震度４：２回、震度３：15 回、震度２：85 回、震度１：205 回）発生した。このうち最大規模
の地震は、12 月９日に発生した M6.1 の地震（最大震度５強）である。この地震により鹿児島県十島
村（悪石島）でがけ崩れなどの被害を生じた（被害は鹿児島県による）。そのほか、2000 年 10 月２日
に発生した M5.9 の地震（最大震度５強）を最大とした活発な地震活動では、鹿児島県十島村（悪石
島）で水道管破損１箇所などの被害が生じた（被害は総務省消防庁による）。 

今回の地震活動と過去の主な地震活動について、活動期間ごとに 120 日間の期間で比較すると多様
な活動の形態が見られる（エ. 過去の活動状況との比較（120 日間）のページを参照）。この地域の地
震活動は、活発な期間と落ち着いた期間を繰り返しながら継続することが多く、地震活動の終わりの
時期を特定することが難しい。 

（注１）震度１以上を観測した地震の回数は、後日の調査で変更する場合がある。 

 
図２－１ 震央分布図 

（1994 年 10 月１日～2025 年７月 31 日、 
深さ０～50km、M≧2.5） 

2021 年 12 月の地震を水色○で表示 
2023 年９月の地震を青色○で表示 

2025 年６月以降の地震を赤色○で表示 
図中の発震機構は CMT 解 
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※７月２日～22 日の震源データは未精査を含む。

※2025 年７月８日 15 時から、通常用いている観測点に加え

て、鹿児島大学設置の臨時観測点 悪石島を使用している。
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図２－３ 領域ａ内のＭ－Ｔ図及び 
回数積算図 

（2025 年６月 20 日～ 
７月 31 日） 

図２－２ 領域ａ内の時空間分布図（南北投影） 
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